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第65回夕張市音楽発表会
10月25日、ゆうばり文化スポーツセンターで第65回夕張市音楽発表会が開かれました。会場いっぱ

いに響いたのは、園児や小中学生の元気な歌声。夕張高校吹奏楽部や市民の音楽団体の演奏と合唱も
加わり、のびやかな音楽が広がりました。

最後は恒例の「さようなら」を全員で合唱し、たくさんの声に包まれながら温かく幕を閉じました。

●あつやトークを開催しました…………………２
●令和7年度夕張市功労・善行表彰……………４
●令和7年度各会計予算執行状況………………５
●夕張市人事行政の運営などの状況…………６
●夕張市立診療所ニュース………………………８
●そよかぜ通信……………………………………９
●キラリ！～魅力ある高校づくりへの取り組み…10
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●年末年始のごみ収集と
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「あつやトーク」

●10月22日（水）
　　ゆうばり文化スポーツセンター 24名
●10月24日（金）
　　紅葉山会館 28名
●10月26日（日）
　　夕張市拠点複合施設りすた 29名

○新たな夕張市の方針について
○市庁舎整備事業および周辺整備に

ついて
○廃棄物に対する取組みについて

◆ 日程・場所・参加者数

◆ テーマ

新
た
な
夕
張
市
の

　
　
　
　
　

 

方
針
関
連

市
庁
舎
整
備
事
業
関
連

廃
棄
物
へ
の
取
組
関
連

そ
の
他
市
政
関
連

　
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
主
な
ご

意
見
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。全

体
版
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

Ｑ　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
だ
け
で
は
農
業

分
野
は
測
れ
な
い
。今
後
将
来
に

わ
た
っ
て
農
業
を
持
続
さ
せ
て
い

こ
う
と
す
る
市
長
公
約
と
の
整
合

性
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
農
業
振
興
計
画

と
を
連
動
し
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。ま
た
、市
長
公
約
で
掲

げ
る
持
続
可
能
な
農
業
の
環
境
整

備
に
向
け
て
、若
手
農
業
者
と
も

意
見
交
換
し
、今
後
の
総
合
計
画

に
も
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ　

財
政
再
生
計
画
の
終
了
に
向
け

Ｑ　

新
庁
舎
に
は
ク
ー
ラ
ー
設
備
が

な
い
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、

設
置
を
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

空
調
も
含
め
て
、新
庁
舎
の
設
備

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

Ｑ　

紅
葉
山
地
区
の
今
後
の
整
備
方

針
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

従
前
か
ら
の
方
針
ど
お
り「
地
域

産
業
と
観
光
を
支
え
る
拠
点
」と

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

Ｑ　

新
庁
舎
に
つ
い
て
、将
来
の
人
口

減
少
を
踏
ま
え
て
ど
の
よ
う
に
規

模
設
定
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

将
来
の
人
口
減
少
も
見
据
え
、現

実
的
な
庁
舎
整
備
の
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

Ｑ　

新
庁
舎
に
お
い
て
は
、建
設
後

も
市
民
が
使
い
や
す
い
設
計
に
し

て
ほ
し
い
。

Ａ　

市
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、今
回
い

た
だ
い
た
意
見
を
今
後
の
検
討
の

中
で
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

て
、市
長
と
し
て
希
望
や
夢
の
あ

る
将
来
像
が
あ
る
か
教
え
て
ほ
し

い
。

Ａ　

総
合
計
画
を
通
じ
て「
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
の
理
想
像
」を
示
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

ご
み
の
最
終
処
分
場
に
つ
い
て

今
後
の
対
応
を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ　

今
後
の
方
向
性
に
つい
て
い
く
つ
か

候
補
は
あ
り
ま
す
が
、い
ず
れ
に
し

て
も
将
来
的
な
財
政
負
担
を
抑
え

る
こ
と
を
重
要
視
し
な
が
ら
判
断

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
市
外
線
デ
マ
ン
ド
交
通
）

Ｑ　

現
在
の
予
約
制
度
で
は
、当
日

の
予
約
・
利
用
が
で
き
ず
不
便
で

あ
る
。

Ａ　

運
行
ル
ー
ト
の
設
定
、運
転
手
や

車
両
の
手
配
の
関
係
か
ら
、現
在
の

予
約
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。引
き

続
き
、運
用
改
善
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

Ｑ　

小
学
生
以
下
と
同
様
に
、中
学

生
も
料
金
を
半
額
に
し
て
も
ら
い

た
い
。

Ａ　

ご
意
見
と
し
て
受
け
止
め
、今
後

検
討
し
ま
す
。

（
生
活
館
の
屋
根
の
除
雪
）

Ｑ　

生
活
館
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
に

つ
い
て
、市
で
対
応
す
る
こ
と
も

検
討
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

地
区
ご
と
の
実
態
を
踏
ま
え
、施

設
を
健
全
に
維
持
し
て
い
く
た
め
、

総
合
計
画
な
ど
に
位
置
づ
け
て
対

応
を
検
討
し
ま
す
。

（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）

Ｑ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
無

く
な
っ
て
か
ら
、高
齢
者
の
働
く

場
が
減
少
し
て
い
る
。代
替
組
織

や
民
間
委
託
に
補
助
を
求
め
る
。

Ａ　

商
工
会
議
所
内
に
窓
口
を
設
け

て
事
業
者
と
働
き
た
い
人
の
調
整

を
行
って
い
ま
す
。

（
鹿
鳴
館
）

Ｑ　

鹿
鳴
館
の
敷
地
の
草
を
刈
っ
て

ほ
し
い
。市
と
し
て
の
対
策
が
あ

れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ　

市
と
し
て
夏
季
の
草
刈
は
特
に

対
応
を
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。熊

の
出
没
が
多
い
現
状
も
踏
ま
え
、所

有
者
へ
要
請
し
ま
す
。

（
は
ま
な
す
会
館
横
の
公
園
）

Ｑ　

は
ま
な
す
会
館
の
横
に
あ
る
公

園
に
つ
い
て
、草
刈
り
が
で
き
て

お
ら
ず
、ま
た
、遊
具
も
未
整
備
で

利
用
が
で
き
な
い
。

Ａ　

従
来
は
夢
団
地
の
入
居
者
が
草

刈
り
を
含
め
て
管
理
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、ご
指
摘
を
踏
ま

え
て
、市
と
し
て
も
、ど
の
よ
う
な

対
応
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
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（
財
政
状
況
）

Ｑ　

水
道
料
金
や
証
明
書
発
行
手
数

料
な
ど
、市
民
の
負
担
は
見
直
さ

れ
る
の
か
。

Ａ　

市
民
負
担
の
軽
減
は
課
題
と
し

て
捉
え
て
お
り
、検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ　

歳
入
歳
出
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ

て
い
る
の
か
知
り
た
い
。ま
た
、財

政
状
況
を
も
っ
と
分
か
り
や
す
く

し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

歳
入
と
し
て
、国
か
ら
の
地
方
交

付
税
や
特
別
交
付
税
を
活
用
す
る

こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
は
保
た
れ
て
い
ま

す
。今
後
は
予
算・決
算
情
報
を
市

民
に
わ
か
り
や
す
く
発
信
で
き
る

よ
う
工
夫
し
ま
す
。

（
未
使
用
建
物
の
撤
去
）

Ｑ　

旧
図
書
館
な
ど
使
わ
れ
な
く
な

っ
た
建
物
が
危
険
で
あ
り
、早
期

に
取
り
壊
し
や
安
全
対
策
を
考
え

て
ほ
し
い
。

Ａ　

撤
去
に
お
い
て
は
費
用
の
課
題
が

あ
り
、即
時
の
対
応
は
難
し
い
で
す

が
、不
法
侵
入
の
実
態
も
踏
ま
え

て
、侵
入
防
止
の
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。

（
夕
張
の
水
の
安
全
性
）

Ｑ　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
）に
よ
る
水
質
汚
染
に
つ
い
て

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、夕
張
市

の
水
道
水
の
安
全
性
を
確
認
し
た

い
。

Ａ　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
検
出
さ
れ
て
お
ら

ず
、引
き
続
き
安
心
し
て
水
を
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

（
意
見
を
集
め
る
方
法
）

Ｑ　

こ
の
よ
う
な
参
加
者
の
前
で
意

見
す
る
場
で
は
な
く
、匿
名
で
意

見
で
き
る
仕
組
み
を
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

Ａ　

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、匿
名

で
は
得
ら
れ
な
い
双
方
向
の
理
解
や

信
頼
関
係
を
重
視
し
、対
話
を
通

じ
た
市
政
運
営
を
進
め
る
こ
と
が

大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
企
画
係

☎
52
―
3
1
7
0

資料や当日の説明の様子は、
次のQRコードからご覧いただけます。
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令和７年度の夕張市功労・善行表彰式が、11月10日に市役所で挙行されました。
夕張市功労・善行表彰は、多年にわたり、各分野で地道な努力を重ね、市政の発展・向上に多大なる貢献のあった方々

に贈られるものです。表彰された方 を々ご紹介いたします。

令和７年度　夕張市功労・善行表彰
～市政の発展・向上に貢献～

善行表彰

功労表彰

「社会事業功労」

多年にわたり、民生委員・児童委員として福祉活動に積極的に取
り組み、福祉のまちづくりに尽力されました。

村　越　仁　一　さん
むら こし じん いち

（77歳）

「社会事業功労」

多年にわたり、民生委員・児童委員として福祉活動に積極的に取
り組み、福祉のまちづくりに尽力されました。

二ノ神　敏　明さん
に の かみ とし あき

（79歳）

「交通安全実践功労」

多年にわたり、交通安全指導員として民生の安定に尽力されまし
た。

熊　谷　　久さん
くま がい ひさし

（85歳）

「交通安全実践功労」

多年にわたり、交通安全指導員として民生の安定に尽力されまし
た。

原　　輝　明さん
はら てる あき

（78歳）

「消防防災功労」

多年にわたり、消防団員として消防および災害の防止に尽力され
ました。

北　島　嗣　之さん
きた じま つぐ ゆき

（70歳）

寄附１件
（受賞者のご意思により氏名は非公表）

夕張市の地域再生および住民の福祉の増進のために必要な事業のために多額の寄附をされました。

※年齢は表彰式開催日の令和７年11月１日時点
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【 一 般 会 計 】
（歳入）

（歳出）

※令和６年度からの繰越明許費5,671万円を含む。

【 市税収入の内訳（９月末現在） 】

【 長期借入金現在高（９月末現在） 】

※公営企業会計を除く

【 特 別 会 計 】（公営企業会計除く）
（歳入）

（歳出）

財政に関する問合せ先　　
市財政係　☎ 52－3122

科　　目 主な内容 予算現額 収入済額 収入率
市民税・固定資産税など 8億6,792万円 6億1,784万円 71%
普通交付税・特別交付税 51億7,760万円 27億7,858万円 54%
公営住宅・共同浴場などの使
用料、ごみ処理などの手数料 3億7,382万円 1億7,320万円 46%
特定の事業に対し、国・道
から交付される収入 17億4,608万円 5億3,308万円 31%
寄附金・基金繰入など 18億7,247万円 1億17万円 5%
令和 6 年度決算剰余金など 1,187万円 1億935万円 921%
事業を実施する場合の長期
借入金 2億5,420万円 0万円 0%
譲与税、交付金など 3億9,333万円 1億9,833万円 50%

合　　計 106億9,729万円 45億1,055万円 42%

1 市 税

2 地 方 交 付 税

3 使用料及び手数料

4 国 ・ 道 支 出 金

5 寄附金・繰入金

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
2億4,815万円 1億4,730万円 59%
5億1,738万円 4億1,067万円 79%

1,810万円 1,715万円 95%
5,132万円 2,220万円 43%
3,297万円 2,052万円 62%

合　　計 8億6,792万円 6億1,784万円 71%

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

会計区分 予算現額 収入済額 収入率
11億718万円 3億2,000万円 29%

0万円 0万円 0%
17億2,429万円 6億8,610万円 40%
2億1,615万円 6,090万円 28%

国民健康保険事業会計

市 場 事 業 会 計

介 護 保 険 事 業 会 計

後期高齢者医療事業会計

会計区分 予算現額 執行済額 執行率
11億718万円 3億5,435万円 32%

0万円 0万円 0%
17億2,429万円 6億412万円 35%
2億1,615万円 6,713万円 31%

国民健康保険事業会計

市 場 事 業 会 計

介 護 保 険 事 業 会 計

後期高齢者医療事業会計

都 市 計 画 税

区　　　　分 元金残高 構成比
21億154万円 13%
5億5,801万円 4%
4億484万円 3%

100万円 0%
42万円 0%

合　　　　計

5億1,913万円 3%
37億8,082万円 24%
82億9,837万円 53%
156億6,413万円 100%

住 宅 、浴 場 、集 会 施 設 整 備

土 木 関 係 施 設 整 備

187億4,294万円

▲30億7,881万円

前 年（令 和 6 年 9 月 末 ）現 在 高

差　引　増　減

教 育 関 係 施 設 整 備

観 光 ・ 産 業 関 係 施 設 整 備

福 祉 施 設 整 備

6 繰 越 金

7 市 債

8 そ の 他

科　　目 主な内容 予算現額 執行済額 執行率
議会運営費、議員報酬など 5,325万円 2,719万円 51%
戸籍、徴税、一般事務経費、
人件費など 11億9,669万円 4億1,999万円 35%
社会福祉、児童福祉、生活
保護など 26億1,102万円 8億9,254万円 34%
共同浴場、し尿・ごみ処理、
病気予防など 9億4,210万円 2億6,833万円 28%
道 路、公 営 住 宅、公 園、除
雪など 10億3,731万円 3億249万円 29%
消防、防災など 4億5,586万円 1億5,410万円 34%
学校教育、社会教育など 4億9,575万円 1億7,412万円 35%
借入金元利返済 36億336万円 17億9,963万円 50%

合　　計

3億195万円 8,837万円 29%

1 議 会 費

2 総 務 費

3 民 生 費

4 衛 生 費

5 土 木 費

6 消 防 費

7 教 育 費

8 公 債 費

９ そ の 他 農林業費、商工費、諸支出金、
予備費など

106億9,729万円 41億2,676万円 39%

子 ど も 子 育 て 施 設 整 備

再 生 振 替 特 例 債

そ の 他

：予算現額 ：執行済額

：予算現額 ：執行済額

6億1,784万円
8億6,792万円

27億7,858万円
51億7,760万円

1億7,320万円
3億7,382万円

1億9,833万円
3億9,333万円

 45億1,055万円
106億9,729万円

 41億2,676万円
106億9,729万円

1億   935万円
     1,187万円

          0万円
2億5,420万円

 5億3,308万円
17億4,608万円
 1億     17万円
18億7,247万円

 4億1,999万円
11億9,669万円

 8億9,254万円
26億1,102万円

2,719万円
5,325万円

2億6,833万円
9億4,210万円

   8,837万円
3億   195万円

1億7,412万円
4億9,575万円

17億9,963万円
36億   336万円

 3億   249万円
10億3,731万円

1億5,410万円
4億5,586万円
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（１）
採
用
お
よ
び
競
争
試
験（
令
和
６

年
度
採
用
分
）

（１）
勤
務
時
間

（１）
分
限
処
分

（２）
退
職（
令
和
５
年
度
退
職
分
）

（２）
休
暇
な
ど
の
状
況

（２）
懲
戒
処
分

（２）
勤
務
成
績
の
評
定

（２）
公
務
災
害
の
認
定

　

令
和
６
年
度
に
お
け
る
夕
張
市
人

事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し

ま
す
。

①
年
次
休
暇

一
の
年
に
つ
き
20
日
間
与
え
ら

れ
、翌
年
に
20
日
を
限
度
に
繰
り
越

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。令
和
６
年
の

一
人
当
た
り
平
均
日
数
は
12
・４
日

で
し
た
。

②
そ
の
他
の
休
暇

病
気
休
暇
の
ほ
か
出
産
休
暇
な

ど
の
特
別
休
暇
が
条
例
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、介
護
休
暇
や

組
合
休
暇
は
無
給
休
暇
と
し
て
条

例
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
育
児
休
業
の
取
得
状
況

育
児
休
業
は
育
児
休
業
法
に
よ

り
子
が
満
３
歳
に
達
す
る
ま
で
の

間
職
務
に
専
念
す
る
義
務
が
免
除

さ
れ
る
制
度
で
す
が
、令
和
６
年
度

に
取
得
し
た
職
員
は
５
名
で
す
。

分
限
処
分
と
は
、任
命
権
者
が
法

に
基
づ
き
職
員
の
意
に
反
す
る
処

分
を
で
き
る
場
合
で
あ
り
、令
和
６

年
度
に
処
分
を
受
け
た
職
員
は
延

べ
10
名
で
す
。

（１）
職
員
研
修

　

職
員
に
は
勤
務
能
率
の
増
進
な

ど
の
た
め
研
修
を
受
け
る
機
会
を

与
え
ら
れ
ま
す
が
、令
和
６
年
度
は

正
科
研
修・派
遣
研
修
に
延
べ
２
２

１
人
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

（１）
健
康
診
断

　

職
員
に
は
安
全
衛
生
管
理
規
則

に
よ
り
、各
種
の
健
康
診
断
な
ど
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、令
和

６
年
度
は
定
期
健
康
診
断
な
ど
延

べ
２
３
８
人
の
職
員
が
受
診
し
ま
し

た
。

（３）
職
員
福
利
厚
生
会

　

地
方
公
務
員
法
第
42
条
の
規
定

に
よ
り
、職
員
の
福
利
厚
生
事
業
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、職

員
の
会
費
と
市
の
交
付
金
な
ど
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、平
成
17
年

度
以
降
は
市
か
ら
の
交
付
金
は
交

付
し
て
い
ま
せ
ん
。

懲
戒
処
分
は
本
人
の
行
為
に
対

す
る
制
裁
的
性
格
を
有
す
る
処
分

で
あ
り
、令
和
６
年
度
に
処
分
を
受

け
た
職
員
は
３
名
で
す
。

･
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に

関
す
る
承
認
の
状
況

職
員
は
勤
務
時
間
中
、職
務
に

専
念
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
さ
れ

て
い
ま
す
が
、特
例
で
研
修
や
定
期

健
康
診
断
な
ど
を
受
け
る
時
間
に

限
り
、任
命
権
者
の
承
認
に
よ
り
こ

の
義
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。令
和
６

年
度
は
延
べ
43
件
の
申
請
が
あ
り

す
べ
て
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
正
式
任
用
お
よ
び
昇
任

時（
主
事
、主
事
補
な
ど
）に
試
験

１５ ２ １ ２ ５

５ １ １

２０ ２ ２ ２ ６

行 政 職

消 防 職

合 計

大学卒 短大卒 高校卒

区　　分 受験者数 競　争　試　験

採　　　　　　　用

選　考 小　計

区　　分

消　 防　 職

合　　計

定年

１

１

勧奨 分限 懲戒 死亡 普通

８

３

11

計

９

２３

１２

事務職

技術職

一　般
行政職

勤　務　時　間 週38時間45分
（１日７時間45分）

８時45分

17時30分

60分

土･日曜日

始 業

終 業

休憩時間

週 休 日

勤務時間の
割 り 振 り

区　分 認定者

公　務

災　害
１　人

通　勤

災　害
１　人

（単位：人）

（単位：人）

や
勤
務
成
績
の
評
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。

職
員
の
採
用
や
退
職

　

お
よ
び
競
争
試
験
の
状
況

勤
務
時
間
そ
の
他

　
　
　

  

勤
務
条
件
の
状
況

分
限
お
よ
び

　
　
　

懲
戒
処
分
の
状
況

研
修
お
よ
び
勤
務
成
績
の

　
　
　
　
　
　

評
定
の
状
況

職
員
の
福
祉
お
よ
び

　
　
　

  

利
益
保
護
の
状
況

服
務
の
状
況

市
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況

夕
張
市
人

夕
張
市
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況況

夕
張
市
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
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表
２
は
、令
和
６
年
度
決
算
に
お

け
る
職
員
給
与
費
の
内
訳
で
す
。給

与
費
と
は
人
件
費
の
う
ち
職
員
に

毎
月
支
給
さ
れ
る
給
料
、扶
養
手

当
な
ど
の
各
種
手
当
お
よ
び
民
間

の
賞
与
に
相
当
す
る
期
末・勤
勉
手

当
な
ど
の
支
給
額
の
合
計
を
い
い
ま

す
。

市
職
員
の
給
与
は
、そ
の
職
務
と

責
任
に
応
じ
た
基
本
給
と
し
て
の

給
料
と
、扶
養
手
当
な
ど
の
諸
手

当
を
含
め
て
支
給
し
て
お
り
、給
与

の
額
は
国
や
民
間
企
業
の
状
況
を

考
慮
し
市
議
会
の
議
決
を
経
て
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
下
、令
和
６
年
度
決
算
の
状

況
と
令
和
７
年
４
月
１
日
の
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。な
お
、本
市

は
財
政
再
建
の
た
め
、平
成
19
〜
21

年
度
ま
で
平
均
30
％
の
給
料
削
減

を
行
い
、以
後
段
階
的
に
削
減
を
緩

和
し
な
が
ら
、令
和
５
年
度
よ
り
一

律
５
％
の
給
料
削
減
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

人
件
費
に
は
、職
員
に
支
給
す

る
給
与
、使
用
者
が
負
担
す
る
共

済
費
の
ほ
か
、特
別
職
の
給
料
、市

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
お
よ
び
各

種
委
員
の
報
酬
な
ど
幅
広
い
範
囲

の
費
用
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

表
１
は
、令
和
６
年
度
普
通
会

計
決
算
の
歳
出
の
状
況
で
す
。歳

出
全
体
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合

は
12・３
％
と
な
って
い
ま
す
。

給
与
の
状
況

（１）
人
件
費

（２）
職
員
の
給
与

給
料
の
月
額
は
給
料
表
で
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

表
３
は
、令
和
６
年
４
月
１
日
現

在
の一
般
行
政
職
の
初
任
給
を
表
し

て
い
ま
す
。

（３）
給
料
と
初
任
給

表
４
は
、民
間
企
業
の
賞
与
に
相

当
す
る
期
末・勤
勉
手
当
の
令
和
６

年
度
の
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。

退
職
手
当
は
、表
５
の
と
お
り
退

職
理
由
と
勤
続
年
数
に
応
じ
た
支

給
率
に
退
職
時
の
給
料
月
額
を
乗

じ
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

（４）
期
末
･
勤
勉
手
当
と
退
職
手
当

市
長
な
ど
の
給
料
、市
議
会
議

員
の
報
酬
お
よ
び
期
末
手
当
は
、   

表
６
の
と
お
り
で
す
。こ
れ
ら
の
特

別
職
の
給
与
な
ど
は
市
議
会
の
議

決
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
特
別

職
の
給
料
な
ど
に
つ
い
て
は
大
幅
に

削
減
し
て
お
り
、市
長
の
給
料
に
つ

い
て
は
、平
成
19
年
４
月
か
ら
令
和

元
年
11
月
ま
で
は
約
70
％
、令
和
元

年
12
月
以
降
は
50
％
の
削
減
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

（５）
特
別
職
の
給
料
と
報
酬

表
７
は
、４
月
１
日
現
在
の
職
員

数
を
前
年
度
と
の
比
較
で
表
し
て
い

ま
す
。

（６）
定
員
の
状
況

表１．人件費の状況（令和00年度普通会計決算）

表３．一般行政職初任給 表４．期末・勤勉手当

表５．退職手当

区　　分

６年度

住民基本台帳
（R７.3.31現在）

6,061 10,329,686 1,275,034 12.3
人

円 円

千円 千円 ％

区　　分 市 国（一般職）

186,400 196,200

158,300 166,600

大卒

高卒

一般
行政職

区　分 期　末 勤　　勉

６　月 1.225月分 1.025月分

12 月 1.275月分 1.075月分

計 2.50月分 2.10月分

・職制・職務上の級などによる加算を廃止しています。

勤続年数 自己都合 勧奨・定年

20年 19.6695月分 24.586875月分

25年 28.0395月分 33.27075月分

35年 39.7575月分 47.709月分

最高限度 47.709月分 47.709月分

定年前早期退職特例措置の廃止

歳　出
Ａ

人　件　費
Ｂ

人件費率
（Ｂ／Ａ）

表２．職員給与の状況（令和00年度普通会計決算）

人 千円 千円 千円 千円 千円

注１　記載の数値は「地方財政状況調査」の普通会計決算によるものです。
   ２　歳出Ａは、歳出総額から前年度繰上充用金（本年度は0円）を除いた実質的な令和00年度の歳出額です。
   ３　人件費Ｂは再任用職員及び会計年度任用職員の人件費を含みます。

区　分
１人当たり
の給与費

　　　（B／A）

６年度 137 495,493 99,525 198,357 793,375 5,791

職員数
　　　　　　A

給　　料 職員手当 期末･勤勉
手 当 計

　　　　　B

給　　　与　　　費

表７．定員の状況

職員区分
一 般 行 政 部 門
教 育 部 門
消 防 部 門
普 通 会 計
水 道 会 計
そ の 他 会 計
公 営 企 業 等 会 計

合　　計

６年度
88人
10人
39人

137人
5人

12人
17人

154人

７年度
83人
10人
37人

130人
4人

13人
17人

147人

増　減
▲5人

0人
▲2人
▲7人
▲1人

1人
0人

▲7人

表６．特別職の給料、報酬など

区　分 給料または報酬 期末手当

議　長

副議長

議　員

６月～2 . 2 5月
12月～2.35月431,000円 市　長

420,000円副市長

230,000円 

200,000円 

180,000円 

６月～1.125月
12月～1.325月

同　上
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夕張市立診療所ニュース
2025年

vol.186
12月

12月外来診療体制

☎（0123）57－7781　FAX（0123）57－7783
〒068-0425　夕張市若菜8番地／https://www.houseikai.or.jp/yubari夕張市立診療所お問い合わせ

月 火 水 木 金
総合診療科

歯　　　科午 前

松島・出張医

保屋野

－－

－

訪問歯科のため休診

訪問歯科のため休診

諌山・出張医

出張医

久　原

久　原

諌山・髙野

八田 または 保屋野

諌山・濱津

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（５・12・19・26日）

循環器内科
（３・17・24日）

泌尿器科 ※予約不要
（２・９・16・23日）

八田（１・15日）
※8・22日休診(訪問歯科)

総合診療科

歯　　　科午 後

出張医

保屋野

諌山 または 松島

八田 または 保屋野

諌山・濱津

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（５・12・19・26日）

整形外科 ※予約不要
（２・９・16・23日）

整形外科 ※予約不要
（17日）

整形外科 ※予約不要
（４・11・18・25日）

婦人科
（４・11・18・25日）

八田（１・15日）
※8・22日休診(訪問歯科)

※医師は変更となる場合もございます　※土・日・祝は休診です。　※泌尿器科・整形外科以外は予約制です。
※もの忘れ外来は新患の受付を一時停止しております。ご理解の程よろしくお願いいたします。
※受付時間…8：15～11：00／13：15～16：00（耳鼻咽喉科…9：30～11：30／12：30～15：00）

諌山 または 松島

もの忘れ外科
（８・22日）

＜お手本はペンギン歩き＞

　子どもたちが採ったヨモギやクルミを使っ
て作ったヨモギまんじゅうとクルミブラウニ
ーをりすたに来ていた地域の皆さんにおすそ
分け。マリーゴールドで染めた世界に一つだけ
のTシャツを着て店員さんになりました。

　冬がやってきました。転倒やケガを未然に防ぐため、身に着けるものや雪道の歩き方を再確認しましょう。

　11月５日、市立診療所待合ホールにて「第11回健康
長寿プロジェクト」を開催しました。今回は介護保険
サービスやデイサービスなどをご紹介。『自宅で暮ら
す』ためにできるお手伝いがたくさんあります。お困
りごとがございましたら、お気軽にご相談ください。

・足元をよく見て滑りやすそうな所は避けましょう。
・やや前かがみで軽く膝を曲げて重心を低くしましょう。
・歩幅は狭く、つま先は少し外向きにしましょう。
・足裏全体で足をつき、つま先で蹴りださないようにしましょう。

介護医療院
　介護医療院の手作りおやつはしょう
ゆだれをかけたかぼちゃ団子でした。

こじか保育園だより

【年末年始休診】　12月30日(火)～１月４日(日) ご迷惑をおかけしますが、ご理解のほど
よろしくお願いいたします。

雪道の歩き方を再確認しましょう

頭部を衝撃から守るための
帽子

長靴は
ピッタリサイズで

両手が空く
リュックサックう。

第11回健康長寿プロジェクト

ご来場ありがとうございました！

はしょ介護

旬のかぼちゃは甘
くて美味しく「お
かわりしたい！」と
大好評でした。
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飲
酒
に
つ
い
て

　

皆
さ
ん
の
日
々
の
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ

せ
る
方
法
は
何
で
す
か
。そ
の
方
法
の一つ
と
し
て
、

飲
酒
を
す
る
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。少
量
の
お
酒
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、飲
み
す
ぎ
る
と
脂
肪
肝
や

脳
卒
中
、が
ん
な
ど
の
様
々
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、日
本
人
の
約
４
割
が
ア

ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る
能
力
が
低
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

夕
張
市
の
現
状
を
見
て
み
る
と
、市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の「
１
日
の
飲
酒
の
適
量
を
知
っ
て
い
ま
し
た

か
」と
い
う
設
問
で
は
、知
っ
て
い
る
と
回
答
し
た

人
の
割
合
は
、平
成
29
年
度
、令
和
3
年
度
共
に

52
．8
％
と
横
ば
い
と
な
って
い
ま
す
。日
頃
の
飲
酒

量
を
振
り
返
り
、お
酒
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
い

く
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

〈
ア
ル
コ
ー
ル
の
適
量
は
ど
の
く
ら
い
？
〉

　

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、「
節
度
あ
る
適
度
な

飲
酒
」と
し
て
、一日
当
た
り
の
純
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取

量
は
男
性
20ｇ
程
度
、女
性
は
そ
の
半
分
の
10ｇ

程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、ア
ル
コ
ー
ル
に
よ

る
影
響
に
は
個
人
差
が
あ
り
、そ
の
時
の
体
調
に

よ
っ
て
も
影
響
が
変
わ
る
た
め
、自
分
の
適
量
と

体
調
を
考
え
て
お
酒
は
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

〈
適
正
飲
酒
の
10
か
条
〉

　

お
酒
を
飲
む
と
き
は
、こ
の「
適
正
飲
酒
の
10

か
条
」を
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
談
笑
し
、
楽
し
く
飲
む
の
が
基
本
で
す

②
食
べ
な
が
ら
適
量
範
囲
で
ゆ
っ
く
り
と

③
強
い
酒 

薄
め
て
飲
む
の
が
お
ス
ス
メ
で
す

④
つ
く
ろ
う
よ 

週
に
二
日
は
休
肝
日

⑤
や
め
よ
う
よ 

き
り
な
く
長
い
飲
み
続
け

⑥
許
さ
な
い 

他
人
（
ひ
と
）
へ
の
無
理
強

い
・
イ
ッ
キ
飲
み

⑦
ア
ル
コ
ー
ル 

薬
と
一
緒
は
危
険
で
す

⑧
飲
ま
な
い
で 

妊
娠
中
と
授
乳
期
は

⑨
飲
酒
後
の
運
動
・
入
浴 

要
注
意

⑩
肝
臓
な
ど 

定
期
検
査
を
忘
れ
ず
に

【
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
医
学
協
会
】

〈
定
期
的
な
健
康
診
断
を
〉

　

飲
酒
量
の
多
い
人
が
健
康
診
断
の
際
、特
に
注

意
し
て
ほ
し
い
数
値
がγ（
ガ
ン
マ
）―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
で

す
。こ
の
数
値
が
高
い
と
、肝
臓
に
異
常
が
あ
る
こ

と
を
示
し
、一般
的
に
は
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
る
こ
と

でγ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
の
値
が
上
昇
し
ま
す
。健
康
診
断

の
結
果
を
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
に
役
立
て
、お

酒
と
正
し
い
付
き
合
い
方
を
し
な
が
ら
、健
康
的

な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

保
健
師　

渡　

辺　

菜
々
葉

純アルコール20gに
相当する酒量

ビール
（5％）

焼　酎
（25度）

ウイスキー

日本酒

ロング缶１本
（350㎖）

チューハイ
（７％）

缶１本（350㎖）

１合
（180㎖）

グラス1/2杯
（100㎖）

ダブル１杯
（60㎖）

ワイン

グラス2杯弱
（200㎖）

『ビスケット』　キム・ソンミ/著　飛鳥新社

・音のない理髪店（一色さゆり）　・マスカレード・ライフ（東野圭吾）　・給水塔から見た虹は（窪美澄）
・春の星を一緒に（藤岡陽子）　・サバイブ！（岩井圭也）　・失われた貌（桜田智也）　・皇后の碧（阿部智里）
・浮世女房洒落日記（木内昇）　・白魔の檻（山口未桜）　・踊りつかれて（塩田武士）

☆新しく入った本

　「ビスケット」とは何らかの理由で自尊心を傷つけられ人前に姿を現す勇気を失い、透明人
間のように見えなくなってしまった人のことだ。焼き菓子のビスケットのように、壊れやすいと
いうのが彼らの特徴だ。高校生のジェソンは聴覚過敏症の治療のために入退院を繰り返して
いるが、その敏感な聴覚ゆえに「ビスケット」を見つけることができる。彼は「ビスケット」を救
うため、幼馴染のヒョジンやドクヮンたちと共に大活劇を繰り広げる。

新着図書のご紹介

問合せ先　りすた図書館　☎57－7583
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10
月
14
日
、全
校
生
徒
を
対
象
と
し

て
、高
野
沙
月
様（
上
士
幌
町・株
式
会

社
F
a
n
t
代
表
取
締
役
）を
お
迎
え

し
、「
キ
セ
キ
の
授
業　

〜
地
方
で
の
起

業
〜
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
、起
業
に
関
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、チ
ー
ム
の
大
切
さ
を
体
感

す
る
た
め
の
ア
ク
テ
ビ
テ
ィ
を
実
施
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は「
起
業
の
仕
方
や
ア
イ

デ
ア
の
出
し
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」

「
身
近
な
と
こ
ろ
に
起
業
の
ヒ
ン
ト
が
あ

る
こ
と
を
感
じ
た
」「
集
団
の
ま
と
ま
り

の
大
切
さ
を
感
じ
た
」な
ど
の
感
想
が

あ
り
、今
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
て
い
く

上
で
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
高
野

沙
月
様
、見
学
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

10
月
16
日
、「
１
日
防
災
学
校
」を
実

施
し
ま
し
た
。こ
の
取
組
み
は
、地
震
や

使
っ
た
料
理
を
学
び
ま
し
た
。５・６
時

間
目
は
夕
張
市
消
防
本
部
の
方
々
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、北
海
道
版
避
難
所
運

営
ゲ
ー
ム（
D
o 

H
U
G
）を
体
験
し

ま
し
た
。様
々
な
避
難
者
や
ト
ラ
ブ
ル

の
ケ
ー
ス
に
対
し
て
活
発
に
意
見
を
出

し
合
い
、運
営
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
１
日
防
災
学
校
」は
、生
徒
た
ち
に
と

っ
て
日
頃
の
防
災
意
識
を
あ
ら
た
め
て

見
つ
め
直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
取
組
み
は
夕
張
市
消
防
本
部

の
方
々
の
多
大
な
ご
支
援
と
、ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

10
月
17
日
に
本
校
体
育
館
に
て
第
３

学
年・総
合
的
な
探
究
の
時
間「
全
体
報

告
会
」を
行
い
ま
し
た
。今
年
度
は「
理

想
の
夕
張
を
つ
く
る
」を
テ
ー
マ
に
、次

の
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
夕
張
市
の

地
域
課
題
を
解
決
す
る
企
画
の
立
案
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

①
ジ
ビ
エ
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
の

取
組
み
を
考
え
る

②
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
を
地
域
か

ら
つ
く
る
〜
夕
張
高
校
と
高
等
養
護

学
校
を
つ
な
ぐ
新
し
い
学
び
の
形
〜

③
夕
張
中
学
校
か
ら
の
進
学
率
を
増
や

す
④
夕
張
市
の
防
災
に
つ
い
て（
防
災
マ
ッ

プ
）

⑤
Y
o
u
T
u
b
e
を
活
用
し
た
夕

張
市
の
広
報
活
動

　

今
回
は
そ
の
集
大
成
と
し
て
、昨
年
度

か
ら
行
っ
て
き
た
探
究
活
動
に
つ
い
て
、

市
民
の
方
々
や
１
、２
年
生
に
向
け
て
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
の
質
問
や
意
見
が
交
わ
さ
れ
、活
発

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、ご
覧
に

な
っ
た
皆
様
か
ら
は「
課
題
提
起
し
、数

値
目
標
を
設
定
し
、実
施
し
、反
省
も

含
め
更
に
問
題
提
起
し
次
に
つ
な
げ
て

お
り
、非
常
に
計
画
性
が
高
か
っ
た
」な

ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
３
学
年
の
探
究
活
動
は
全

体
報
告
会
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。し

か
し
、こ
れ
ま
で
の
活
動
で
探
究
的
な

も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
よ
り
深
め
る

と
と
も
に
、自
分
の
成
長
や
課
題
を
ま

た
一つ
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で

す
。

　

報
告
会
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
、企
画
実
施
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

気
象
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
正
し

い
知
識
と
適
切
な
行
動
を
学
び
、日
頃

か
ら
の
防
災
意
識
を
高
め
、地
域
住
民

の
一
員
と
し
て「
支
援
者
」の
立
場
で
何

が
で
き
る
か
を
考
え
る
目
的
が
あ
り
ま

す
。

　

生
徒
た
ち
は
、３
時
間
目
に
避
難
訓

練
と
夕
張
市
消
防
本
部
の
協
力
で「
煙

体
験
」を
行
い
、４
時
間
目
は
防
災
を
テ

ー
マ
に
各
教
科
で
授
業
を
行
い
ま
し

た
。１
年
生
は
地
理
総
合
に
て「
防
災
マ

ッ
プ
を
活
用
し
た
授
業
」、２
年
生
は
保

健
に
て「
身
の
回
り
の
も
の
で
で
き
る
応

急
処
置
」に
つ
い
て
、３
年
生
は「
災
害
時

に
お
け
る
非
常
食・保
存
食
」を
テ
ー
マ

に
、物
資
が
届
か
な
い
こ
と
を
想
定
し

て
、家
庭
に
あ
る
調
味
料
と
小
麦
粉
を

キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
８
０
８

「
キ
セ
キ
の
授
業
」
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
「
１
日
防
災
学
校
」

第
３
学
年　

総
合
的
な
探
究
の
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
全
体
報
告
会
」
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拠点複合施設りすた からの お知らせ

2025ゆうばりジョイフルクリスマス
　～巨大ツリーと音楽を楽しもう！～
　　　　　　　　　　　　　　の開催について

　今冬、りすた開館初の４m級巨大クリスマスツリーが多目的ホールに登場！
　これを記念して『2025ゆうばりジョイフルクリスマス～巨大ツリーと音楽を楽しもう！～』を開
催します。

と き

と こ ろ
申 込
参 加 料
そ の 他

問合せ先

12月13日(土)
午前10時～
※終了は正午頃を予定して

います。

　当日は巨大ツリー点灯式のほか、わくわ
くプロジェクトによるワークショップ「巨大
ツリーの装飾体験」や音楽鑑賞、まちあい
カフェの実施が予定されています。
　子どもから大人まで、申込不要・参加無
料でどなたでもご参加いただけます。
　世代を越え、みんなで楽しむ１日にしま
しょう♪

拠点複合施設りすた
不要（当日はお時間までにりすたへお越しください。）
無料
巨大ツリーはクリスマスの12月25日(木)まで、りすた開館時間はいつでも自由に楽し
むことができます。
市社会教育係（ゆうばりジョイフルクリスマス実行委員会事務局）☎57 7ー711
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地域資源をつなぎながら 支えあい活動の推進をしています

令和７年12月吉日

夕張市生活支援コーディネーター　谷口・山田
社会福祉協議会内（☎56－6004） よりぬき

みんなで

第 号８４
地

夕

みん

地

10/20㈪ 老人福祉会館にて第５８回夕

張市老人福祉大会が開催され、市内の老

人クラブの代表が集い老人クラブ功労者

表彰と大会宣言の後、健康増進機器によ

る脳トレ・健康体操が行われました。

10/18㈯ 南清水沢の在宅福祉サービスの食

事会が南清水沢生活館にて開催されました。

昨年と同様に市外より大道芸一団を招いて

「ガマの油」や大道芸を見ながら豪華な食事

に舌鼓を打っていました。最後はビンゴを行

いました。

10/24㈮ りすたにて「お話しましょ。」

オレンジの会主催のオレンジカフェが

開催されました。運営メンバーが変わ

りましたが今まで通り脳トレや体操を

行いました。
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し尿のくみ取りの申し込み

くみ取りに関するお願い

市環境生活係　☎52－3108

年内にくみ取りを希望される方は、

に申し込みください。

12月15日（月）まで
毎年、申込期日を超えてからの申し込みがあります。
申込期日前までに申し込みいただきますよう、ご協力ください。

●便槽に「し尿」、「市販のトイレットペーパー」以外は流さないでくだ
さい。くみ取る際にバキューム車が壊れる場合があります。

　また、処理施設を損傷する危険があります。
●冬期間、「便槽周り」 や 「くみ取り口までの通路」の除雪にご協力

ください。
　除雪が困難な場合は、お家の中からくみ取りを行うこともできま

す。申し込みの際にお伝えください。
●冬期間、気温の低下により便槽内が凍結する場合があります。
　不凍液を流したり、くみ取り前にお湯の準備をするなど、凍結対策

にご協力ください。
●「便槽への落とし物がある場合」 や 「くみ取りに関するご相談」な

どは、夕張環境清掃㈱【☎56－6000】まで問い合わせください。
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◆年末年始のごみ収集日程

◆年末年始の共同浴場の営業について

◆年末年始のリサイクルコーナー（旧南支所）について

●「真谷地浴場」と「清陵浴場」は、1月5日(月)以降、平常どおり営業します。

●12月30日（火）一般ごみ対象地区（火・水曜日の収集地区）
　鹿の谷、富野、常盤、日吉・虹ヶ丘、清水沢１～３丁目、清栄町、宮前町、清陵町、清湖町、
　南清水沢1～4丁目、熊の沢、清水沢工業団地、南部（遠幌農地含む）
　沼ノ沢（農地）、紅葉山（農地）・久留喜、滝ノ上（農地）
●12月30日（火）資源物対象地区（第1木曜日の収集地区）
　鹿の谷、清栄町、宮前町 
●ごみ収集については、１月５日（月）以降は通常どおりの収集になります。

12月30日（火）午後から１月６日（火）午前まで施錠しています。

問合せ先　市環境生活係　☎52－3108

真谷地浴場 清陵浴場

一般ごみの収集 資源物の収集 埋立処分地

12月29日（月）

12月30日（火）

12月31日（水）
～1月4日（日）

1月5日（月）

1月6日（火）

通常どおり
（月曜日の収集地区対象）

火・水曜日の収集地区

休　み

通常どおり
（月曜日の収集地区対象）

通常どおり
（火曜日の収集地区対象）

収集対象地区該当なし

第1木曜日の収集地区
（1月1日収集地区対象）

休　み

収集対象地区該当なし

通常どおり
（火曜日の収集地区対象）

午前8時30分～
午後4時30分

午前8時30分～
午後4時30分

休　み

午前8時30分～
午後4時30分

午前8時30分～
午後4時30分

12月29日（月）

12月30日（火）

12月31日（水）

1月1日（木）～1月2日(金)

1月3日（土）

1月4日（日）

1月5日（月）

午後3時30分～午後8時00分

休　み

正午～午後4時00分

休　み

正午～午後4時00分

休　み

午後3時30分～午後8時00分

午後4時00分～午後8時30分

午後4時00分～午後8時30分

正午～午後5時00分

休　み

正午～午後5時00分

休　み

午後4時00分～午後8時30分
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広報ゆうばり

内内容 日日時 所場所 対対象 定定員 料料金 申申込 　電話 〆締切 他

内

日

所
申
他

その他

催 し

「広報ゆうばり かわら版」は、市民の皆さんの文化活動などの支援を目的とし、
市民の皆さんが行う講座や催し、サークルの会員募集など、市民の皆さんを対象
としたお知らせを掲載するページとして広く開放します。

『冬の自然さがし・雪とあそ
ぼう』
園児と一緒にお散歩、自然の中
で過ごそう。

12月12日(金)、12月23日(火)
9：30～11：00
こじか保育園(集合場所)
57－7660(こじか保育園)
Facebookで保育の様子や

園開放の詳細をご
覧いただけます

こじか保育園の園開放

日

所
料

申

　

募 集

令和8年1月3日(土)・4日(日)・
10日(土)～12日(月)　計5日間

マウントレースイスキー場
小学生5,000円
中学生6,000円
12月17日(水)までにQRコ

ードよりお申込みください。
56ｰ6046

(ゆうばり文化スポーツセンター)

ジュニアスキー教室参加者
募集(夕張スキー連盟)

内

日

所

催 し

今年最後のお買い物イベン
トです。食料品、野菜、果物、魚、
衣料品などがりすたに大集合！
新年を迎える準備にぜひご利
用ください♪

12月27日(土)
10：00～16：00
拠点複合施設りすた
多目的ホール

ゆうばりあつマルシェ

内

対

　

他

募 集

カンボジアの地雷被害を無
くすため、書損じハガキなどを
集めて換金し、地雷撤去団体へ
寄付しています。

書損じ・未使用ハガキ、未使
用切手、未使用テレカ、ＱＵＯ
カードなど

令和8年3月31日(火)まで
に、福岡市早良区西新1-7-10-
702 一般財団法人カンボジア
地雷撤去キャンペーン まで郵
送ください。

092-833-7575

地雷撤去のため書損じ
ハガキを集めています

「広報ゆうばり かわら版」掲載募集
「広報ゆうばり かわら版」に記事を掲載しませんか？希望する方は、
掲載希望月の前々月20日から前月5日までに申込書により原稿を提
出してください（必着）。
　原稿はタイトル20文字、内容170文字以内です。
　申込書と掲載ルールは、市ホームページに掲載しているほか、市ホ
ームページ、市総務係（広報担当）、南支所、ふれあいサロンで配布して
います。
　申込書の提出は、メール、郵送、FAXなどでも受付しています。

提出・問合せ先
市総務係 52－3170
夕張市本町４丁目２番地（４階42番窓口）
ybrsom@city.yubari.lg.jp

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」Episode 89

懐かしい夕張の写真をお寄せください。
下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲート（宮前町39 
宮コ23）に持参いただくか、市地域振興係でも受け付けています。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」　https://yubarinokioku．net/ 
フェイスブックページ　https://www．facebook．com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）

（市地域振興係　☎52－3141）

「夕張駅構内」 渡津澄夫さん所蔵、1973年

▼この写真は下記でもご覧いただけます。
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冬の暮らしを守るため除排雪作業にご協力を
冬を安全で快適に過ごせるように、除排雪作業を行います。

除排雪作業を円滑に行うには、市民の皆さんのご協力が必要です。

◆除雪体制
　除雪作業は、「午前３時までに15㎝を超えた積雪があったとき」や、「早朝にかけて15㎝以上の積雪が予想され
るとき」に出動します。地域の状況や、積雪・雪質の状況によっては15㎝未満でも出動することがあります。
　作業時間は、午前３時過ぎから、みなさんの通勤、通学などに間に合うよう、午前７時頃までに終える予定です
が、気象条件や降雪によっては、時間内に終わらないときもあります。特に吹雪などで、前が見えないときは事故防
止のため、作業を一時ストップすることもありますので、ご理解とご協力をお願いします。

◆除雪作業についてのお願い
☆道路への雪だしはやめてください。

除排雪作業の効率が低下し作業が遅れるだけでなく、道幅が狭くなり交通事故の原因となるなど、安全な通行・
歩行の妨げとなります。

☆路上駐車、歩道上の駐車、物の放置はやめてください。
除雪作業の妨げとなり、除雪ができず雪が残ってしまいます。

☆置き雪の除雪は、各家庭で行ってください。
☆子どもたちが作業中の除雪機械に近づかないよう、声かけしてください。
☆川への雪捨てはやめてください。

川へ雪を捨てると、流れが妨げられ川があふれる恐れがあります。

◆除雪についての問合せ先
●国道　札幌開発建設部岩見沢道路事務所維持課 （☎０１２６－２2－４０００）
●道道　北海道札幌建設管理部長沼出張所 （☎０１２３－８８－２３４６）
●市道　市土木課土木係 （☎52－３１５９）

◆雪捨て場
　市で管理している雪捨て場は、５ヵ所です。それぞれの場所に指示看板がありますので、順序良く事故などのな
いように捨てましょう。
　また、業者の請負などで捨てる場合
は、捨てた雪を押すようにしてください。
※例年、雪捨て場に雪と一緒にゴミを捨

てている方がいます。不法投棄になり
ますので、絶対にやめましょう。

※時間　午前10時～午後４時

雪捨場

健康会館

旧ドンベーズ球場

清水沢市街 南部国道452号線

清水沢

雪捨場

交番

(旧緑陽中学校)

(旧緑小学校)

ＪＲ
旧沼ノ沢駅

緑陽工業団地

旧真谷地
プール

国道452号線 清水沢紅葉山

(旧夕張支線)

沼ノ沢

雪捨場

ＪＲ
新夕張駅

夕張
インターチェンジ

夕張
川

瑞穂橋 紅葉山市街国道274号線
滝ノ上

紅葉山

市営球場雪捨場
旧緑ヶ丘実業

高校跡地
ファミリー
スクール
ひまわり

鹿鳴館

清水沢 本町道道夕張岩見沢線

鹿の谷
道道夕張岩見沢線 清水沢本町

夕張
防災設備

ひうら
歯科

和
市営団地

公園 K61-1
K62-2

市営団地

北海道
夕張高等養護学校

雪捨場

志幌加別川

千代田

雪捨て場
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一
般
介
護
予
防
事
業

　「
ゆ
る
リ
ラ
講
座
」の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ

　
ス
キ
ー
場「
雪
国
っ
子
」

　
　
　
　
　
　
応
援
企
画

年
末
年
始
の
戸
籍
届
出
の

　
　
　
　
　
受
付
に
つ
い
て

年
末
年
始
の

　
　
　
小
中
学
校
窓
口

年
末
年
始
の

　
　
　
水
道
修
理
の
受
付

　

夕
張
市
で
は
市
民
の
健
康
寿
命
延

伸
を
め
ざ
し
元
気
で
充
実
し
た
毎
日

を
送
れ
る
よ
う
、身
体
を
楽
し
く
動
か

し
な
が
ら
若
々
し
い
心
身
の
維
持
を
め

ざ
す「
ゆ
る
リ
ラ
講
座
」を
65
歳
以
上

の
市
民
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
頃
あ
ま
り
運
動
し
て
い
な
い
、膝
や

腰
が
痛
く
て
動
く
の
が
お
っ
く
う
に
な

っ
た
、年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
体
力
の

低
下
を
自
覚
し
て
い
る
、も
の
忘
れ
が

気
に
な
る
な
ど
と
感
じ
て
い
る
方
に
は

特
に
お
勧
め
し
た
い
講
座
で
す
。

　

講
座
で
は
、固
く
な
っ
た
筋
肉
を
ゆ

る
め
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
行
え
る
軽
運
動

と
認
知
機
能
を
維
持
向
上
す
る
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。専
門

の
講
師
が
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
ま

す
の
で
、楽
し
く
実
践
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。興
味
の
あ
る
方
は
、参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

開
催
予
定
の
日
程・会
場
は
上
記
の

と
お
り
で
す
。申
込
受
付
期
間
内
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。日
程
の

変
更・中
止
の
場
合
は
別
途
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

対
　
象　

夕
張
市
民

持
ち
物　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、飲
み
物

服
　
装　

動
き
や
す
い
服
装

料
　
金　

無
料

そ
の
他　

37・５
℃
以
上
の
発
熱
や
風

邪
症
状
な
ど
の
体
調
不
良
が
あ
る
場

合
は
、参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

申
込・問
合
せ
先
　
市
包
括
支
援
係

 

☎
52
―
3
1
0
7

　
マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
ス
キ
ー
場
で
は
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
雪
に
親
し
み
、

冬
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
成
長
で
き
る

機
会
を
増
や
し
た
い
と
の
願
い
を
込
め

て
、市
内
在
住
の
小
中
高
生
を
対
象
に

リ
フ
ト
券
を
無
料
で
提
供
す
る
企
画

を
実
施
し
ま
す
。

期
　
間

　

令
和
７
年
12
月
６
日（
土
）〜

　

令
和
８
年
３
月
29
日（
日
）

対
象
者
　
市
内
在
住
の
小
学
校
、中

学
校
、高
校
の
児
童
生
徒

登
録
費
用　

無
料

登
録
方
法
　
ス
キ
ー
場
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
で
登
録
用
紙
に
記

入
し
、「
無
料
１
日
券
引
換
証
」を
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
対
象
児
童
生
徒
の
身
分
証
明
書
提

示
、写
真
撮
影
あ
り
。

※
今
シ
ー
ズ
ン
の
ゴ
ン
ド
ラ
運
行
に
つ
き

ま
し
て
は
、設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た

め
運
休
い
た
し
ま
す
。ご
了
承
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
ス
キ
ー
場

 

☎
57
―
7
7
6
6

　

市
役
所
は
12
月
31
日
か
ら
１
月
５

日
ま
で
閉
庁
に
な
り
ま
す
。

　

戸
籍
届
出
の
受
付
は
、次
の
と
お
り

で
す
。

【
日
中
の
受
付
】

場
　
所　

次
の
場
所
の
日
直

・
本　

庁 

☎
52
―
3
1
3
1

・
南
支
所 

☎
59
―
6
1
1
1

時
　
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

【
夜
間
の
受
付
】

※
死
亡
届
出
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

場
　
所

　

消
防
本
部（
清
水
沢
宮
前
町
）

 

☎
53
―
4
1
2
2

時
　
間　

午
後
５
時
30
分
〜

翌
朝
午
前
８
時
30
分

問
合
せ
先　

市
市
民
係

 

☎
52
―
3
1
0
4

　

小
中
学
校
は
12
月
29
日
〜
１
月
３

日
ま
で
閉
庁
し
ま
す
の
で
、緊
急
の
連

絡
は
夕
張
市
役
所
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

閉
庁
期
間
中
の
連
絡
先

市
役
所
代
表
電
話

 

☎
52
―
3
1
3
1

問
合
せ
先　

市
教
育
委
員
会

 

☎
57
―
7
5
8
1

　

12
月
31
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
の
水

道
修
理
の
当
番
日・当
番
店
な
ど
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
12
月
31
日

　

日
管
建
設
㈱　

夕
張
出
張
所

 

☎
52
―
2
5
5
1

・
１
月
３
日

　

㈲
石
川
衛
生
工
業

（
岩
見
沢
市
北
村
中
央
）

☎
0
1
2
6
―
56
―
2
7
8
1

・
１
月
５
日

　

北
宝
建
設
㈱
夕
張
支
店

 

☎
55
―
2
5
2
2

※
こ
の
期
間
の
作
業
料
金
は
割
増
し

と
な
り
ま
す
。

※
営
業
時
間
は
各
日
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
で
す
。

※
市
で
は
水
道
凍
結
な
ど
の
修
理
は

行
っ
て
い
な
い
た
め
、上
記
の
指
定
業

者
へ
直
接
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
上
下
水
道
課
管
理
係

 

☎
52
―
3
1
5
2

場　　所 実　施　日 開 催 時 間 申込受付期間
●老人福祉会館運行の無料送迎バスは本町-末

広-鹿の谷方面、 平和－清水沢･清陵－南清水
沢方面を講座終了後に運行します。利用する
方は申込みの際に申し出ください。

（行きは午前中の運行のため、下記の夕鉄バス
を利用ください）

●夕鉄バス「石炭博物館」 12：33発
　「夕鉄本社ターミナル」 12：46着
　「新夕張駅前」    12：12発
　「夕鉄本社ターミナル」 12：46着

各停留所の時間は夕鉄バス時刻表をご覧ください。

交　　　通

１月21日(水)

１月28日(水)

２月４日(水)

12月15日～
1月14日

※申込が定員
に達した場
合、受 付 は
終了します。

２月18日(水)

２月25日(水)

老人福祉会館
（定員45名）

午後１：00～２：30
(受付12：30～)
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暴
風
雪
へ
の
備
え

　

暴
風
雪
は
、冬
期
に
お
い
て
発
達
し

た
低
気
圧
が
北
海
道
付
近
を
通
過
す

る
と
き
や
、強
い
冬
型
の
気
圧
配
置
の

と
き
に
発
生
し
、猛
吹
雪
に
よ
る
視
界

不
良
や
吹
き
溜
ま
り
に
よ
る
車
の
立

ち
往
生
な
ど
交
通
障
害
が
起
き
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

車
が
立
ち
往
生
し
て
埋
も
れ
て
し

ま
っ
た
場
合
に
は
、マ
フ
ラ
ー
が
雪
で
詰

ま
り
一
酸
化
炭
素
中
毒
を
起
こ
し
て
し

ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、暴

風
雪
時
に
は
外
出
を
控
え
る
こ
と
が

基
本
で
す
が
、着
雪
や
強
風
に
よ
り
電

線
が
切
れ
て
停
電
が
発
生
し
、照
明
や

暖
房
器
具
が
使
え
な
く
な
る
と
いっ
た

お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、停
電
に
備

え
た
準
備
も
必
要
で
す
。

　

気
象
台
で
は
、暴
風
雪
に
よ
っ
て
重

大
な
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
予
想
し
た
場
合
に「
暴
風
雪
警

報
」を
発
表
し
、警
戒
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。特
に
、気
象
情
報
で「
数
年
に

一
度
の
猛
ふ
ぶ
き
」「
外
出
は
控
え
て
く

だ
さ
い
」と
呼
び
か
け
た
場
合
は
、厳

重
な
警
戒
が
必
要
で
す
。暴
風
雪
の
被

害
に
あ
わ
な
い
よ
う
日
頃
か
ら
備
え
る

と
と
も
に
、気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携

帯
電
話
ア
プ
リ
、テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
な
ど

で
雪
の
状
況
や
最
新
の
気
象
情
報
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部
保
安
係

 

☎
53
―
4
1
2
1

؎ਜ਼ే߱ߤҴ࠰ԙǄ४ޛǁƺƚƼ

◆物品・役務に関する入札について
令和８・９年度に夕張市が発注する物品・役務の入札への参加資格審査を実施します。
インターネットによる受付開始
今回の審査から、（一財）北海道建設技術センターによる共同審査に参加し、インターネットに
よる申請受付を開始します。

　申請の流れ
　北海道建設技術センターのホームページから共同審査システムに利用登録を行います。数
日後、メールで通知されるパスワードと登録ＩＤを使ってシステムにログインし、必要な情報の
入力を行い、添付書類をアップロードしてください。
　なお、工事設計などの申請で既にシステムの利用登録をされている場合は、同じアカウント
での申請となります。
　詳しい申請方法・システムの操作説明などは北海道建設技術センターのホームページをご
覧ください。

　受付期間
　　令和７年12月10日～翌１月30日まで
　問合せ先
　　市総務係　☎52―３１７０

https://www.hoctec.info/kyoshin/
「北海道市町村入札参加資格
　　　　共同審査ポータルサイト」で検索

「暴風雪への備え」について
の各種リーフレットは、札幌
管区気象台ホームページより
ダウンロードできます。

広報ゆうばり　2025年12月号19



新
春
書
初
大
会

　
　
　
　
参
加
者
募
集

と
　
き　

令
和
８
年
１
月
７
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

対
　
象　

幼
児
以
上

参
加
料　

無
料

申
込
み　

不
要

持
ち
物　

書
道
用
具
一式

問
合
せ
先　

市
社
会
教
育
係

 

☎
57
―
7
7
1
1

ோǄ୲றǁ೽ƞǔƭǝƜ

　悪天候や災害などにより停電はいつでも起きる可能性があります。特に、冬の停電は、低体
温症になるリスクや、最悪の場合、命にかかわる危険性があります。万が一の停電時に備え、寒
さ対策について、改めて確認しましょう。
　平成30年９月に発生した北海道胆振東部地震では、北海道全域が停電し、私たちの生活は
大きな影響を受けました。冬の停電時にどのような対策が必要かを考えましょう。

暖房器具や防寒具で寒さから身を守る
　停電が発生した場合、電気ストーブだけではなく、ガスや灯油を熱源とする暖房器具であ
っても、コンセントを使用する暖房器具は使えません。ポータブル灯油ストーブやカセットガ
スストーブなどコンセントを使用しないものを用意しましょう。上着や帽子などの防寒具や
使いすてカイロ、防寒アルミシートなども用意すると効果的です（図参照）。

問合せ先　市消防本部保安係　☎53－４１２１

停電に備えて準備しておきたいもの

体の熱を逃がさない
効果的な服装

●照明器具

●車の燃料

●カセットこんろなどの調理器具

●ポータブルストーブなどの
　暖房器具

●モバイルバッテリーや乾電池

夜間、出入口や段差など、周
囲の状況を確認するため、
懐中電灯などの準備を。

停電時は、IH調理器は使え
ません。カセットこんろの用
意を。

・帽子をかぶる
・マフラーやネックウォ

ーマーを上着の中にし
まう

・手袋を袖にかぶせる
・ズボンの裾を靴下に入

れる

情報収集や連絡手段として
有効なスマートフォンなどの
電源の準備を。

電 気 式の 給 湯・暖 房 設備
は、停電時に使えません。電
池式のものの用意を。

車は、テレビやラジオ、電源
確保や暖房などに活用でき
ます。日ごろから補給を。
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栗
山
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

◆
暴
風
雪
へ
の
備
え

　
も
し
も
暴
風
雪
に
遭
遇
し
た
ら
…

・
屋
外
に
い
る
と
き

　

視
界
不
良（
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
） 

に
よ
り
方
向
感
覚
が
な
く
な
り
、自

分
の
位
置
が
わ
か
ら
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。公
共
施
設
な
ど

に
避
難
し
て
天
候
の
回
復
を
待
ち

ま
し
ょ
う
。

・
家
の
中
に
い
る
と
き

　

暖
房
器
具（
特
に
F
F
ス
ト
ー

ブ
）の
吸
排
気
口
が
雪
で
塞
が
り
、一

酸
化
炭
素
中
毒
に
な
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。定
期
的
に
吸
排
気
口

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
車
を
運
転
し
て
い
る
と
き

　

視
界
不
良
や
吹
き
だ
ま
り
に
よ

る
立
ち
往
生
な
ど
運
転
を
続
け
る

の
は
大
変
危
険
で
す
。近
く
の
駐
車

場
に
避
難
し
て
天
候
の
回
復
を
待

ち
ま
し
ょ
う
。車
内
で
待
機
す
る
時

は
、排
気
ガ
ス
の
逆
流
を
防
ぐ
た

め
、エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

　

防
寒
な
ど
で
や
む
を
得
ず
エ
ン
ジ

ン
を
か
け
る
時
は
、マ
フ
ラ
ー
が
雪
に

埋
ま
ら
な
い
よ
う
、こ
ま
め
に
マ
フ
ラ

ー
の
ま
わ
り
を
除
雪
し
て
く
だ
さ

い
。

日
常
か
ら
の
備
え

・
家
の
中
で
安
全
に
過
ご
す

暴
風
雪
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
外

出
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

停
電
に
備
え
て
、飲
料
水
、懐
中
電

灯
、非
常
食
、ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
、

灯
油
な
ど
を
準
備
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

・
車
で
外
出
す
る
時
は

暴
風
雪
の
中
、や
む
を
得
ず
外
出

す
る
場
合
は
、十
分
な
防
寒
対
策

を
行
い
、立
ち
往
生
に
備
え
、車
に

け
ん
引
ロ
ー
プ
や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を

用
意
し
、十
分
に
燃
料
が
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
飲
む
前
に
　
車
じ
ゃ
な
い
よ
ね
？

再
確
認

⑴
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
!

　

飲
酒
運
転
は
、悪
質
、危
険
な
犯

罪
で
す
。

　

飲
酒
は
安
全
運
転
に
必
要
な
情

報
処
理
能
力
、注
意
力
、判
断
能
力

を
低
下
さ
せ
、運
転
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
、重
大
事
故
に
つ
な
が

る
危
険
を
高
め
ま
す
。

　
一
人
一
人
が「
飲
酒
運
転
を
し
な

い
、さ
せ
な
い
、許
さ
な
い
、そ
し
て
見

逃
さ
な
い
」こ
と
を
強
く
意
識
し

て
、北
海
道
か
ら
飲
酒
運
転
を
根
絶

し
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、二
日
酔
い
で
の

運
転
も「
飲
酒
運
転
」に
な
り
ま

す
。ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェッ
カ一な
ど
を
使

用
し
て
身
体
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
残
って

い
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

⑵
飲
酒
運
転
は
、運
転
者
以
外
も
処

罰
の
対
象
!

　

飲
酒
運
転
は
、運
転
者
だ
け
で

な
く
、運
転
者
以
外
の
人
に
も
重
い

処
罰
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。

　

車
を
運
転
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

人
に
お
酒
を
提
供
し
た
り
、お
酒
を

飲
ん
で
い
る
人
に
車
を
提
供
し
た

り
、飲
酒
運
転
の
車
に
同
乗
し
た
場

合
は
、飲
酒
運
転
と
同
様
に
処
罰
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

⑶「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」で
飲

酒
運
転
を
防
止
!

　
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
と
は
、仲

間
と
車
で
飲
食
店
に
行
く
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
お
酒
を
飲
ま
な
い
人

（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）を
決
め
て
、そ

の
人
が
仲
間
を
自
宅
ま
で
送
り
届

け
る
こ
と
で
す
。

　

お
酒
を
提
供
す
る
飲
食
店
で
は

「
来
店
客
が
車
で
来
て
い
な
い
か
」、

車
で
来
て
い
る
場
合
は「
ハ
ン
ド
ル
キ

ー
パ
ー
は
誰
な
の
か
」を
確
認
し
て
、

飲
酒
運
転
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

⑷
飲
酒
運
転
情
報
の
提
供
を
!

　

北
海
道
警
察
で
は
、悪
質
な
飲

酒
運
転
を
根
絶
す
る
た
め
に「
飲

酒
運
転
ゼ
ロ
ボ
ッ
ク
ス
」に
よ
る
飲
酒

運
転
情
報
や
、飲
酒
運
転
根
絶
に

向
け
た
ア
イ
デ
ア
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
ス
マ
ホ
の
安
全
な
利
用
に
つい
て

　
ス
マ
ホ
か
ら
　
我
が
子
を
守
るお

約
束

　

保
護
者
の
方
々
が
、お
子
様
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
購
入
時
に
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
機
能
を
設
定
し
た
り
、

使
用
に
関
す
る
細
か
い
ル
ー
ル
を
守

ら
せ
る
こ
と
を「
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
」と
言
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
効
果
的
に
使
う
た
め
に

は
、子
ど
も
に「
何
の
た
め
に
ル
ー
ル

や
制
限
が
必
要
な
の
か
」を
理
解
さ

せ
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

お
子
様
と
一
緒
に
ど
う
し
て
ル
ー

ル
が
必
要
な
の
か
を
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
！

【
例
】

・
ど
う
し
て
ス
マ
ホ
は
○
○
時
ま
で
な

の
？

↓
ス
マ
ホ
依
存
症
や
寝
不
足
等
で

身
体
を
壊
す
可
能
性
が
あ
り
ま

す
！

・
ど
う
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
S
N
S
の

や
り
と
り
を
気
を
つ
け
な
き
ゃ
い
け

な
い
の
？

↓
友
達
や
知
ら
な
い
人
と
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
！

・
ど
う
し
て
ア
プ
リ
を
自
由
に
導
入

し
て
は
い
け
な
い
の
？

↓
個
人
情
報
を
抜
き
取
ら
れ
た

り
、ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
り
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
!

・
ど
う
し
て
課
金
は
親
の
許
可
を
も

ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
？

↓
気
が
つ
い
た
時
に
は
多
額
の
請
求

が
く
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
！

最
後
に

　

こ
れ
か
ら
冬
休
み
に
入
り
、自
宅
に

い
る
時
間
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す

る
時
間
が
増
え
る
中
で
、ス
マ
ホ
を
原

因
と
し
た
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

お
子
様
が
安
全
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、ス

マ
ホ
の
危
険
性
に
つ
い
て
理
解
し
、今
一

度
ご
家
族
で
約
束
事
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0
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10
月
下
旬
、
市
内
３
か
所
で
市
政
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
懇
談

会
で
は
、
実
質
的
な
財
政
再
建
完
了
後(

令
和
９
年
４
月
以
降)

の
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
総
合
計
画
」
を
作
成
し
て
い
る
こ
と

や
、
市
庁
舎
の
移
転
改
築
と
周
辺
整
備
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
お
示

し
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
夕
張
市
で
、
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
さ
ら
に
推
進
し
、
「
住
み
慣
れ

た
夕
張
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
て
い
た
だ
く
」
、
「
子
ど
も
た
ち

が
暮
ら
し
た
い
と
思
う
ま
ち
に
す
る
」
こ
と
を
目
指
し
、
具
体
化
し

て
い
く
こ
と
を
ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
取
組
み
を
進
め
、

そ
の
進
捗
に
応
じ
て
市
民
の
皆
様
に
情
報
を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま

す
。

人　口 5,829人(－63人)
　男 2,762人(－  6人)
　女 3,067人(－57人)

世帯数 3,588世帯(－52世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
１
月
号
は
、

12
月
29
日
に
配
布
し
ま
す
。

令和７年11月１日　現在
夕張市の情報はこちらから

夕張市ホームページ
※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

夕張市 X（旧Twitter）

「
困
難
」
を
克
服
す
る
た
め
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

　

11
月
に
は
、
札
幌
市
で
本
市
の
財
政
再
建
や
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
考
え
る
講
座
が
開
か
れ
、
財
政
再
建
20
年
の
取
組
み
と
現
状
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
座
で
は
、
産
炭
地
と
し
て
閉
山
と
人
口
流

出
、
財
政
難
を
繰
り
返
し
て
き
た
夕
張
だ
か
ら
こ
そ
、
財
政
再
建
の
完

了
を
機
に
、
「
困
難
の
歴
史
を
転
換
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
思
い
を

お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
な
少
子
高
齢
化
や
特
定
の
都
市
部
へ
の
人
口
集
中
が
続
く

中
、
本
市
の
人
口
が
大
き
く
増
加
し
て
い
く
こ
と
は
正
直
な
と
こ
ろ
考

え
に
く
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
夕
張
市
を
持
続
可
能
に
す
る
施
策

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

産
炭
地
ゆ
え
分
散
し
た
集
落
に
市
民
の
皆
様
が
居
住
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
全
て
の
地
域
に
同
じ
施
策
を
講
じ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
ご
と
の

実
情
に
応
じ
つ
つ
、
財
政
負
担
を
抑
え
た
都
市
構
造
へ
の
転
換
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
講
座
に
お
い
て
も
、
こ
の
考
え
方
に
立
っ
て
「
今

ま
で
ど
お
り
の
行
政
範
囲
を
健
全
に
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
だ
と

い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
理
解
し
、
市
民
の
皆
様
と
も
共
有
し
た
上
で
、

将
来
に
向
け
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
お

伝
え
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
講
座
の
内
容
は
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
私
の

発
言
の
一
部
だ
け
が
強
調
さ
れ
「
今
後
の
行
政
範
囲 

今
ま
で
通
り
困

難
」
と
い
う
見
出
し
に
な
っ
た
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
に
は
ご
心
配
を

お
か
け
し
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
申
し
上
げ
た
か
っ
た
こ
と
は
、
「
将
来
に
向
け
て
見
え
て
い
る

課
題
を
克
服
し
、
夕
張
市
を
持
続
可
能
な
ま
ち
と
す
る
た
め
に
、
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
取
組
み
を
着
実
に
進
め
て
い
く
」
と
い
う
こ
れ
ま
で

の
方
針
に
変
わ
り
は
な
い
、
と
い
う
点
で
す
。

　

こ
の
こ
と
に
改
め
て
の
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
私
も
わ
か
り
や
す
く
正
し
い
情
報
、
考
え
を
お
伝
え
す
る
努
力
を

い
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

夕
張
市
長　

厚　

谷　
　

司

市長コラム
持続可能なマチになるための

コンパクトシティ
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